


第25固通常総会開催
全議案原案どおり承認される
八木会長以下副会長5名

第
お
回
通
常
総
会
は
、
去
る

5
月

M
日

ラ
ポ
ー
ル
千
寿
閣
に
お
い
て
、
来
賓
各
位

の
ご
臨
席
と
多
数
の
会
員
の
出
席
の
も
と
、

司
会
村
松
総
務
副
委
員
長
、
議
長
八
木
会

長
に
よ
り
順
調
に
進
行
し
ま
し
た
。

今
総
会
で
は
役
員
の
改
選
が
あ
り
、
新

役
員
臼
名
が
承
認
さ
れ
、
八
木
要
会
長
の

続
投
が
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
副
会
長
の

田
中
栄
・
金
子
仙
太
郎
・
杉
浦
信
男
・
尾
辻

酔
各
氏
の
再
任
と
三
橋
信
介
氏
が
副
会
長

に
新
任
さ
れ
ま
し
た
。

町
田
法
人
会
は
、
昭
和
お
年
に
ス
タ
ー

ト
し
て
か
ら
本
年
は
日
年
目
、
社
団
化
以

来
お
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
多
く
の
先
輩
諸
氏
の
ご
努
力

の
結
集
で
あ
る
と
同
時
に
、
関
係
諸
機
関
、

諸
団
体
各
位
の
ご
指
導
と
ご
支
援
の
賜
物

で
あ
り
、
改
め
て
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

長4
E
 

木ー、るヨ四
宇
有
」負抱てめ改れ

』

C任再

的
な
奉
仕
活
動
と
会
員
各
位
、
関
係
諸
機

関
の
協
力
を
得
て
概
ね
順
調
に
推
移
し
ま

し
た
。
特
に
会
員
増
強
で
は
、
年
間
を
通

じ
て
組
織
委
員
会、

地
区
会、

そ
し
て
特

別
委
員
会
が
積
極
的
に
取
組
み
、
そ
の
結

果
郎
社
の
入
会
が
あ
り
ま
し
た
。

社
会
貢
献
活
動
は
現
在
法
人
会
事
業
の

柱
の

一
つ
と
な
っ
て
お
り
、
〈
さ
く
ら
祭
り
〉

〈福
祉
パ
ザ

l
〉
〈
公
開
講
演
会
〉

を
例
年

ど
お
り
開
催
し
ま
し
た
。
特
に
昨
年
は
災

害
の
多
い
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
町
団
法

人
会
で
は
集
中
豪
雨
で
被
災
さ
れ
た
新
潟

県
の
三
条
法
人
会
に
社
会
貢
献
活
動
基
金

の
一
部
か
ら
見
舞
金
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

地
域
で
の
社
会
貢
献
活
動
で
は
、
月

2
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回
の
〈
都
道
3
・
4
・

1
号
線
歩
道
の
清
掃
〉

を
継
続
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

環
境
美
化
活
動
は
、
法
人
会
の
社
会
貢
献

事
業
の

モ
デ
ル
ケ
ー

ス
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
地
区
会
、
部
会
の
方
々
に
は
大
変

な
お
手
数
を
か
け
ま
す
が
引
続
き
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
年
間
の
諸
事
業
は
関
係
各

位
の
ご
尽
力
に
よ
り
ほ
ぼ
計
画
通
り
実
施

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
支

援
ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
心
か
ら
感
謝
し、

併
せ
て
謹
ん
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

平成16年度の収支(抜粋)

入

824 

38，068，500 

2，894，000 

8，759，852 

5，214，600 

8，411，220 

1，510，875 

200，000 

1，198，530 

66，258，401 

6，170，948 

37，250，000 

3，259，000 

9，479，330 

5，100，600 

8，311，220 

1，489，600 

500，000 

317，220 

65，707，670 

6，170，948 

71，878，618 

霊験収入の部

盤機
基本財産運用収入

会費収

特別会費収入

事業 収入

補助金収

推進費収入

雑収入

特定預金取崩収入

繰 入金収入

当期収入合計 (A)

前期繰越収支差額

収入合計 (8)

入

72，429，349 

事業費

会議費

管 理 費

特定預金支出

法人税等引当繰入

繰入金支出

予備費

当期支出合計(C)

当期収支差額(A)イC)

次期繰越収支差額B)-(C)

33，061，353 

1，694，122 

27，193，957 

2，000，000 

422，000 

1，198，530 

O 

65，569，962 

688，439 

(単位.円)

37，471，500 

2，570，000 

27，100，000 

2，000，000 

500，000 

317，220 

1，919，898 

71，878，618 

ム6，170，948

静支出の部

6，859，387 O 

錦 町田法人会報第86号畿目次

竺第25回通常総会 …一 一 ...........2

側 新たに理事・監事が承認される

3町田税務署異動のお知らせ 10 

認 寺田市長との懇談会 ……………世

絵 地区会のイベント ………………14

鋭 部会便り ・……….........・ H ・-……18

短歌と俳句の集い ………………21

委員会の活動・.......................22

東京都から電子申告開始のお知らせ 26

ハローワークから労働保険のお知らせ・編集後記 27

役員選考の経緯を説明する田中副会長。

| 表紙の言葉 | 

爆砕された小島を後に一一
(ニューギニア戦線)

三橋圏民解説

私は重傷を負っていた。

初めて入港してきたポ口船に収容され、次第に遠のいてし、く、

長さ800メートル・幅300メ 卜ル忘れじの小島を見つめていた。

正にあった高射砲陣地は吹き飛ばされ、榔子の木はことごとく

打ち倒されて「援の島Jと変わり果てていた。私は思わず手を

合わせた。

もうあれから60年になる一一。

治知事賞?拙著 『鳥の詩 死の島からの生還』が、
この10月、『角川ソフィア文庫』として再発刊されます。
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平成17・18年度
新役員が決まる八木会長続投H

昨年10月に設置された、役員選考特別委員会での経緯 (6ページ参照)と役員候補者が

田中副会長より発表され、審議の結果理事49名と監事3名が選任されました。
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役
員
選
考
特
別
委
員
長
を
担
当
さ
れ
た

田
中
副
会
長
か
ら
、
理
事

・
監
事
選
考
の

経
過
報
告
と
提
案
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

役
員
選
考
の
経
緯
は
、
〈
役
員
等
の
改

選
に
関
す
る
内
規
〉
に
基
づ
き
、
公
正
か

っ
明
瞭
を
期
す
観
点
か
ら
、
昨
年
目
月
日

日
開
催
の
理
事
会
に
於
て

〈役
員
選
考
特

別
委
員
会
〉
を
設
置
し
ま
し
た
。
そ
の
後

3
回
の
特
別
委
員
会
を
開
催
す
る
と
共
に
、

地
区
会
の
意
向
を
尊
重
し
、
各
地
区
会
よ

り
2
名
の
推
薦
と
会
長
推
薦
枠
、
そ
し
て

部
会
推
薦
を
加
え
る
幼
名
の
理
事
と

3
名

の
監
事
候
補
者
を
内
定
し
ま
し
た
。
内
定

し
た
候
補
者
に
つ
い
て
は
、

3
月
お
日
及

び
4
月
辺
日
に
開
催
し
た
理
事
会
に
付
議

し
た
上
、
今
総
会
に
提
案
し
た
旨
を
説
明
。

候
補
者
名
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
理
事

・
監

事
は
選
任
さ
れ
、
直
ち
に
別
室
に
て
臨
時

理
事
会
を
開
催
。
八
木
会
長
、
田
中
・
金

子

・
杉
浦

・
尾
辻
各
副
会
長
が
再
任
、
新

副
会
長
に
三
橋
氏
が
選
任
さ
れ
副
会
長
は

5
名
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
専
従
と

し
て
守
屋
専
務
理
事
が
留
任
し
ま
し
た
。

監
事
に
は
木
目
田
監
事
が
再
任
さ
れ
、
新

た
に
島
野

・
林
両
氏
が
監
事
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

退
任
役
員
へ
の
感
謝
状

こ
の
総
会
を
期
し
て
退
任
さ
れ
た
理
事
・

監
事

9
名
を
代
表
し
て
露
木
賓
氏
に
八

木
会
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

通電
回

第25
社間舎
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退任された理事・監事へ感謝状カf贈られました。



平成17年度の事業計画・予算の概要
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左
の
円
グ
ラ
フ
は
平
成
行
年
度
の
予
算

を
項
目
別
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
予
算
の

総
額
は

6
，9
7
1
万
円
。
前
年
対
比
で
加
万

円
と
大
幅
に
減
額
し
ま
し
た
。

削
減
し
た
理
由
は
、
会
員
数
の
減
少
に
伴

う
会
費
収
入
の
大
幅
な
減
少
と
、
事
業
収
入

を
は
じ
め
と
す
る
収
入
見
込
み
を
下
方
修

正
し
た
た
め
で
す
。
減
少
し
た
収
入
に
対
し
、

事
業
費
で

m万
円
削
減
し
ま
し
た
。
こ
の

大
幅
な
削
減
が
出
来
た
の
は
、
平
成
叩
年

韓収入の部

その他の収入
(雑収入・繰入金収入・繰越収支差額など)
12.25% 8，542，986円

度
事
業
で
の
倹
約
の
流
が
あ
り
ま
す
。
全
て

の
事
業
に
対
し
、
節
約
出
来
る
も
の
は
節
約

し
、
必
要
の
無
い
も
の
は
切
捨
て
、
必
要
な

予
算
規
模
を
再
構
築
し
ま
し
た
。

研
修
事
業
で
は
予
算
を
縮
小
し
た
も
の

の
内
容
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
で
す
。
ま
た
会

員
増
強
活
動
や
社
会
貢

献
活
動
に
関
し
て
は
前

年
度
予
算
を
踏
襲
し
ま

f

レ七九
。

会費収入
51.92% 

36，200，000円

機助金・推進費
収入

18.67% 
13，014，500円

各
事
業
の
開
催
に
あ
た

っ
て
は
、
会
員
の

皆
様
に
直
接
お
届
け
す
る
ご
案
内
の
ほ
か
、

法
人
会
の
ホ
ー
ム
ペ

l
ジ
に
も
掲
載
さ
れ

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

町
田
法
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Z
ぢ
誌
を
さ
さ
・
才
O
E
コ実

ω一E

ヨ
ωozaω
・。「・壱

その他の支出
(特定預金支出・繰入金支出・法人税等)
6.25% 4，355，486円
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組織強化功績表彰

平
成
時
年
度
中
に
会
員
増
強
に
尽
力
さ

れ
た
必
名
を
代
表
し
て
林
昭
平
氏
に
感
謝

状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

島木津植黒佐塚 押 大 宮 内 志 犠 五 石池木足 組平
野 E井木木藤本田 川 田水野土井田 E立 織成

豊茂 一 友好光敏和 英利 実昭 男輝 強16
栄市男弘正義 明 男行子孝宜彦治司博夫年 イ~年

功度
績
表
彰
者
名
簿

(株
)
足
立
石
油

(株
)
あ
る
け
い
総
業

(有
)
池
田
工
務
庖

(有
)
石
井
興
産

(有
)
伊
勢
芳
商
庖

(有
)
議
野
商
会

(株
)
イ
ヅ
ミ
建
築
設
計
事
務
所

(株
)
ウ
チ
ダ

(
株
)
工
ム
エ
ス
シ
ィ

大
川
自
動
車
硝
子

(株
)

(有
)
押
田
産
業

(有
)
カ
l
レ
ス
キ
ュ
ー
塚
本

関
東
造
園
建
設

(協
)

(有
)
黒
木
屋
酒
庖

(株
)
弘
文
堂

(株
)
運
井

(有
)
サ
ン
シ
テ
ィ

(有
)
シ
マ
ノ

村多国藤鈴鈴近栗
田積島田回木藤原

隆義秀賢育秀
稔 清 一 徳、雄一男夫

儀
会員士普強に活躍された皆さんに感謝。感謝状は代表で、林新監事へ贈られました。

清
水
屋
製
パ
ン

(有
)

(有
)
昭
和
総
設

(有
)
鈴
木
造
花
広

(有
)
鈴
田
商
庖

(株
)
総
合
図
書

(株
)
田
島
高
底

(有
)
タ
ツ
ミ
設
備
工
業

(株
)
タ
ナ
ベ
管
材

堤

嘉

彦

尾

辻

酔

青
柳

義
昭

成
瀬

一
昭

村

野

豊

明

萩

原

泰

司

畠
山

初

美

上

村

徳

次

林

昭

平

広

瀬

順

一

平
井

明

増

田

秀

明

村
野

裏
司

吉

木

英

之

東

候

実

真
鍋

清

賓

八
木
下
恒
昭

松

浦

正

行

義
煎
満
智
子

古
川

忠

作

若

林

章

細

野

敏

雄

(株
)
堤
ビ
ル

(株
)
電
巧
舎

(株
)
東
京
綜
合
造
園

(有
)
成
瀬
建
設

(
有
)
村
野
製
作
所

萩
原
商
事

(株
)

(有
)
畠
山
印
刷
杜

八
昭
印
刷

(株
)

(有
)
林
商
庖

(有
)
ヒ
口
セ
企
画

(有
)へ

イ
メ
イ

(有
)
増
田
機
工

(有
)
町
田
園
芸

(株
)
町
田
工
業

(株
)
マ
ツ
ヤ
マ

(有
)
マ
ナ
ベ
文
具

(有
)
丸
孝
家
具
庖

(株
)
丸
工
務
届

義
煎
自
動
車
商
事
(
株
)

吉
川
産
業

(株
)

(株
)
若
林
工
務
庖

(
有
)
和
多
屋

町団法人会報 N 0 . 8 6・8



懇親会風景

岬謝曜

華やかな雰囲気の懇親会。(上)

ご来賓の皆様と懇談する八木会長。(右上)

それぞれのテーブルでは、地区会のお馴染みゃ

部会のお仲間同志で和やかに懇談の輪が広がりました。

9 ・町団 法 人 会報 N 0 . 8 6 



町

税

田

務
何回税務署長

和 気 光

着
任
の
御
挨
拶

社
団
法
人
町
団
法
人
会

方
に
は
、
ま
す
ま
す
御
清
栄
の
乙
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

川
仰

乙
の
度
の
人
事
異
動
で
町
田
税
務
署
長

を
拝
命
し
、

東
京
国
税
局
課
税
第
二
部
消

わ

け

費
税
課
か
ら
参
り
ま
し
た
和
気
で
ご
ざ
い

の
皆
様

近
年
人
口
の
増
加
も
目
覚
べま
し
く
、
多

摩
地
区
南
部
を
代
表
す
る
町
閏
駅
前

一
帯

は

一
大
商
業
地
で
あ
り
、
ま
た
、

自
然
豊

か
お
公
鴎
緑
地
も
整
備
さ
れ
一、
住
環
境
に

も
恵
ま
れ
た
魅
力
あ
る
こ
の
瞬
間
で
勤
務

こ

と

を

嬉

し

て

お

り

ま

署

異

動

す
。
前
任
の
闇
屋
署
長
同
様
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

町
田
法
人
会
の
会
員
の
皆
様
加
に
断
、

平
素
か
ら
税
務
行
政
の
円
滑
な

γ

運
営
に
つ

き
ま
し
て
、
深
い
御
理
解
と
多
大
な
る
御

協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
お
忙
し
い
御
事
業
の
傍
ら
、
正
し

い
税
知
識
の
普
及
と
納
税
道
義
の
高
揚
の

た
め
J

一刑
務
研
修
会
や
講
習
訟
法
積
極
的

に
開
催
さ
れ
ま
す
と
と
も
に
、
近
年
は
道

路
清
掃
、
福
祉
パ
ザ
!
と
い

っ
た
社
会
貢

献
活
動
に
も
御
尽
力
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

八
木
会
長
を
は
じ
め
役
員
の
皆
様
と
会
員

の
皆
様
方
の
御
熱
意
に
、
心
か
ら
敬
意
を

表
税
引
弘前
一句
で
ご
ざ
い
ま
ポ

03

1

t

さ
て
子
我
が
国
の
経
済

・
社
会
の
情
勢

は、

バ
ン
タ
i
ネ
ッ
ト
の
利
用
広
よ
る
瞬
時

の
情
報
取
得
、
個
人

・
企
業
の
国
境
を
越

え
た
活
動
の
広
が
り
、
更
に
少
子
高
齢
化

の
急
速
な
進
展
な
ど
、
税
務
行
政
を
取
り

巻
く
環
境
も
大
い
に
変
化
じ

り

、

町田税務署では7月10日付けで定期異動が行われました。
会員の皆様と特に関わりのある方々を紹介します。

副署長(法人担当)

佐藤幸男

法人課税第I部門統括官

成田 敏美

法人課税第2部門統括官

楼井清

法人~税第3部門統括官

東埜優

;人課税第4部門統括官

民江虞秀

• 10 N 0 . 8 6 図 法 人会報町



e-Tax 
こ
う
し
た
変
化
を
踏
ま
え
、
あ
る
べ
き
税

制
の
構
築
の
た
め
、
税
制
改
革
の
具
体
化

が
進
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
税
務
行
政
に
直
接
携

わ
る
私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
ゆ
我
が

国
の
税
制
の
大
き
な
柱
で
あ
る
申
告
納
税

制
一度
が
円
滑
に
機
能
す
る
よ
う
心
開
境
の

変
化
に
的
確
に
対
応
し
、
適
正
・
公
平
な

課
税
の
実
現
と
期
限
内
納
税
の
確
保
に
向

け
て
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
、
極
め
て
重

要
な
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
税
務
和
政
の
現
状
を
わ
か
り
易

く
説
明
し
、
税
に
関
す
る
情
報
提
供
の

I
T
化
や

e
z
TU
X
(電
子
申
告
・
納
税
シ

ス
テ
ム
)
等
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
な
ど
、
常

に
納
税
者
の
議
の
利
便
性
を
念
頭
に
置

い
た
行
政
の
推
進
に
つ
き
ま
し
で
も
、
引

き
続
き
努
力
丸
計
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
山一

法
人
会
の
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
税
に

対
す
る
よ
き
理
解
者
と
し
て
、
ま
た
健
全

な
経
営
者
と
し
て
、
今
後
と
も
よ
り

一
層

e
E
T
a
xの
ご
利
用
に
は
電
子
証
明
書
の
取
得
が
必
要
で
す

e
z
T
a
x
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
た
所
得
税
や
法
人
税
な
ど
国
税
に

関
す
る
届
出
・
申
告
・
納
税
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
お
こ
な
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

毎
月
の
源
泉
所
得
税
の
納
付
な
ど
、
回

数
の
多
い
手
続
に
は
大
変
便
利
で
す
。

電
子
証
明
書
つ
て
な
に
?

e
t
T
a
x
の
利
用
に
は
電
子
証
明
書
の

取
得
が
必
要
で
す
。
電
子
証
明
書
は
、
申

告
書
の
作
成
な
ど
で
代
表
者
と
経
理
担
当

者
が
署
名
す
る
こ
と
と
同
じ
で
、
ニ
セ
の

利
用
者

(な
り
す
ま
し
)
か
ら
の
不
正
ア

ク
セ
ス
を
排
除
し
、
送
信
さ
れ
る
情
報
が

適
正
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
す
。

電
子
証
明
書
は
ど
こ
で
発
行
し
て
い
る
の
?

発
行
機
関

(認
証
局
)
に
は
、
市
区
町

村
の
窓
口
や
法
務
局
の
ほ
か
日
本
商
工
会

議
所
や
帝
国
デ
ー
タ
ー
バ
ン
ク
な
ど
が
あ

法人課税第l部門審理担当

森田京う

御
支
援
と
御
協
力
を
賜
り
お
す
よ
う
、

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
社
団
法
人
町

田
法
人
会
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
会
員

の
皆
様
方
の
御
健
勝
と
御
事
業
の
御
繁
栄

を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
着
任
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

り
ま
す
。

証
明
期
間
や
証
明
す
る
対
象

(個
人
や

法
人
)
、
媒
体

(l
C
カ
ー
ド
・

F
D
)、
料

金
な
ど
も
遣
い
ま
す
。
各
認
証
局
の
広
報

を
参
照
し
、

e
'
T
a
x
の
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
か
考
慮
し
て
認
証
局
を
検
討
し

て
く
だ
さ
い
。
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e
E
T
a
x
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
は
ヘ
ル

プ
デ
ス
ク
に
(
骨
星
回
0
5
7
0
1
0
1
5
9
0
1
・

平
日
の
9
時
か
ら
げ
時
ま
で
)
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行政改革と
街づくり

市長との懇談会を開催

7
月
鈎
目
、
ラ
ポ

l
ル
千
寿
閣
に
お
い

て
、
法
人
会
役
員
と
寺
田
和
雄
町
田
市
長

と
の
懇
談
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
開
会
に

先
立
ち
、
八
木
会
長
か
ら
「
寺
田
市
長
と

の
懇
談
も

7
回
目
に
な
り
ま
し
た
が
、
今

回
は
ど
ん
な
お
話
か
楽
し
み
に
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
」
と
挨
拶
。
約
初
分
間
市

長
か
ら
お
話
を
い
た
だ
い
た
あ
と
、
役
員

と
親
し
く
懇
談
す
る
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。

• 
市
長
の
お
話
・
要
旨

寺田市長との懇談会も7回目。

法
人
会
さ
ん
は
、
国
税

・市
税
の
納
税

に
つ
い
て
の
模
範
的
団
体
で
す
の
で
、
大

事
に
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
本
日
は

お
招
き
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

今
日
の
午
前
中
に
都
庁
に
行
き
、
予
算

編
成
の
関
係
局
長
に
挨
拶
を
し
て
き
ま
し

た
。
新
し
い
筆
頭
副
知
事
の
横
山
氏
は
前

教
育
長
で
あ
り
、
今
度
は
三
多
摩
を
担
当

す
る
の
で
心
強
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。

税
源
委
譲

・補
助
金
削
減
・
地
方
交
付

税
見
直
し
の
三
つ
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
進
め

よ
う
と
い
う
い
わ
ゆ
る
三
位

一
体
の
改
革

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
2
，0
0
0
人

を
超
え
る
教
職
員
の
給
与
問
題
な
ど
を
抱

え
、
決
し
て
裕
福
で
は
な
い
財
政
状
況
下

に
あ
る
町
田
市
に
と

っ
て
、
こ
の
三
位

一

体
の
改
革
は
そ
の
行
方
に
よ
っ
て
は
更
に

厳
し
い
も
の
に
な
り
ま
す
。
団
塊
の
世
代

が
こ
れ
か
ら
続
々
と
リ
タ
イ
ヤ
生
活
(
年

金
組
)
に
入
り
、

子
供
は
少
な
い
。
給
与
収

入
が
減
り
税
収
が
減
る
。
つ
ま
り
担
税
率

は
低
く
な
り
、

歳
出
は
増
え
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
補
助
金
・

12 • 
どんなお話が聴けるのか、期待を語る八木会長。
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地
方
交
付
税
の
削
減
も
激
し
く
、
中
央
と

の
や
り
と
り
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

い
ま
卯
億
円
の
予
算
で
市
民
病
院
の
第

二
期
工
事
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新

庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、

6
年
後
の
完
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
厳
し
い
財
政
状
況

を
乗
り
切
る
た
め
、
市
の
職
員
数
を

5
年

間
で
別
名
削
減
し
ま
す
。一

方
、
忠
生
・
鶴

川
の
区
画
整
理
事
業
が
こ
こ

1
1
2
年

で
終
了
し
て
、
年
間
初

i
m億
の
負
担
が

解
消
し
ま
す
の
で
、
そ
の
後
は
市
民
サ
ー

ビ
ス
に
回
せ
る
期
待
が
あ
り
ま
す
。

当
面
の
大
き
な
事
業
と
し
て
は
、

首
都

圏
の
防
災
訓
練
を

9
月
1
日
に
町
田
市

で
行
い
ま
す
。
当
市
が
都
県
を
ま
た
い
で

い
る
と
い
う
立
地
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
市
内
を
町
田
駅
前
、
山

崎
団
地
広
場
、
小
山
田
の
谷
合
等
数
箇
所

に
分
け
て
実
施
し
、
ヘ
リ
叩
機
を
動
員
す

る
大
規
模
な
も
の
で
す
。
市
民
の
方
々
の

多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
た
い
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
市
内

3
，0
0
0
名

の
中
学
二
年
生
の
職
場
体
験
事
業
で
す
。

昨
今
、

学
校
に
行
か
な
い
・
仕
事
を
し
な

い
・
そ
の
準
備
を
し
な
い
と
い
う
、
い
わ

ゆ
る

〈
ニ
l
ト
〉
と
呼
ば
れ
る
青
少
年
の

数
が

ω万
人
と
も
初
万
人
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
フ
リ

l
タ
!
と
は
遠
い
、
社
会

参
加
を
あ
き
ら
め
て
自
宅
に
こ
も
っ
て
い

る
わ
け
で
す
。
こ
の
よ
う
な
青
少
年
教
育

が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
多
感
な
中
学
生

世
代
に
、
職
場
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と

い
う
企
画
で
す
日
都
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
の
で
、
将
来
の
た
め
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。
今
回
は
市
内
各
社
の
ご
協
力

で
3
，
o
o
o名
全
員
分
の
体
験
職
場
が

市長の街づくりへの想いに関心を寄せる雰囲気が高まる。

確
保
で
き
ま
し
た
。

街
m

つ
く
り
の
面
で
は
、
原
町
田

3
丁
目

の
都
道
計
画
を

一
気
に
通
そ
う
と
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
南
町
田
の
国
道
路
号
線
立

体
化
に
合
わ
せ
、
駅
前
広
場
を
作
っ
て
南

の
玄
関
口
に
し
ま
す
。
相
原
駅
は
西
口
の

開
発
の
た
め
用
地
買
収
を
進
め
て
い
ま
す
。

中
央
商
庖
街
・

一
番
街
の
モ

l
ル
化
を
進

め
ま
す
。

安
心
・
安
全
の
街
、
つ
く
り
で
は
、
市
民

パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、
民
間
交
番
、
ス
ー

パ
ー
防
犯
灯
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。
警

察
に
よ
り
ま
す
と
、
市
内
の
犯
罪
が
叩

%

減
っ
た
そ
う
で
す
。

市
政
か
ら
目
を
転
じ
ま
す
と
、

6
カ
国

協
議
で
は
投
致
問
題
で
孤
立
し
た
り
、
国

連
常
任
理
事
国
入
り
で
苦
労
し
た
り
、
ど

う
も
日
本
は
伝
統
的
に
世
界
の
孤
児
に
な

り
や
す
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
国
内
で

は
郵
政
民
営
化
が
参
議
院
で
否
決
さ
れ
れ

ば
解
散
か
と
も
言
わ
れ
、
内
外
と
も
に
不

安
定
で
あ
り
ま
す
。
お
話
は
こ
れ
く
ら
り

で
切
り
上
げ
た
い
と
思
い
法
す
。
ご
清
聴

あ
り
、
れ
と
弘
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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小
山
地
区
会

6
月

8
日、

9
日
と
天
候
に
も
恵
ま
れ

参
加
者
同
名
、
余
裕
あ
る
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル

で
疲
れ
る
こ
と
な
く
行
っ
て
き
ま
し
た
。

地
球
博
は
国
内
外
か
ら
多
勢
の
見
学
者

が
来
場
し
て
い
る
た
め
、
パ
ス
駐
車
場
か

ら
は
叩
分
程
歩
き
ま
し
た
が
、
場
内
の
施

設
は
圧
倒
さ
れ
る
豪
華
な
作
り
で
感
動
す

る
ば
か
り
で
し
た
。

人
気
の
あ
る
パ
ピ
リ
オ
ン
は
長
蛇
の
列

で
入
場
す
る
こ
と
は
出
来
ず
、
比
較
的
空

い
て
い
る
パ
ビ
リ
オ
ン
に
入
り
見
学
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
僅
か
数
時
間
の
滞
在

で
し
た
が
楽
し
く
愉
快
な
旅
と
な
り
ま
し

た
。

(
鈴
木

賢

一
)

6
月
刊
日
、
「
愛

・
地
球
博
た

っ
ぷ
り

2
日
間
」
と
題
し
て
開
催
し
た
見
学
研
修

会
、
し
か
し

2
日
目
の
希
望
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、
"
花
見
物
“
の
希
望
が
多
く
変
更

し
ま
し
た
。

行
程
の
変
更
以
外
は
順
調
で
、
午
前
日

時
に
は
会
場
に
到
着
。
既
に
人
気
パ
ビ
リ

オ
ン
は

4
時
間
待
ち
の
状
態
な
の
で
、
世

界
各
国
の
出
展
ゾ

l
ン
を
凪
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
集
合
は
午
後
9
時
。
た
っ
ぷ
り

日
時
間
以
上
も
あ

る
と
思
い
、
ま
ず

中
町
地
区
会

は
ア
ジ
ア
の
国
々

の
パ
ビ
リ
オ
ン
か

ら
ゆ
っ
く
り
見
学
。

ア
メ
リ
カ
、
ヨ
l
ロッ

パ
、
ア
フ
リ
カ
な

ど
回
る
う
ち
に
世

界
旅
行
を
し
て
い

る
よ
う
な
気
分
に

な
り
ま
し
た
。
地

球
博
の
こ
ん
な
攻

14 • N 0 . 8 6 人会報法回
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略
の
仕
方
も
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

ミ

O

・刀

次
の
日
は
可
睡
ゆ
り
園
と
掛
川
花
菖
蒲

園
を
見
学
。
正
に
ゆ
り
、
菖
蒲
、
ベ
ゴ
ニ

ア
、
紫
陽
花
な
ど
花
見
物
と
な
り
ま
し
た
。

(
牧
野

正

h

相
原
地
区
A
E

…
i

r
匂

¥

糊

i

イ

守

札

、

d
F
r
A

点

、

¥

バ
h
y

H
V包

晴
天
に
恵
ま
れ
た

6
月
日
日
早
朝
、

M

名
の
参
加
者
を
乗
せ
た
パ
ス
は
相
原
を
出

発
。一

路
万
博
会
場
の
あ
る
長
久
手
へ
向

か
い
ま
し
た
。
車
中
、
星
野
仙

一
の
「
ほ

め
て
叱
っ
て
プ
ロ
に
育
て
る
」
の
ビ
デ
オ

鑑
賞
に
て
、
社
員
教
育
の
ポ
イ
ン
ト
を
勉

強
し
ま
し
た
。

や
が
て
到
着
し
た
万
博
会
場
で
は
、
平

日
の
月
曜
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
勢
の
人

で
賑
わ
っ
て
い
て
、
ど
う
見
て
回
る
か
考

え
た
末
、
人
気
の
あ
る
所
は
避
け
比
較
的

隙
の
あ
る
外
国
館
を
目
指
し
ま
し
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
館
で
は
突
然
の
ス
コ

ー

ル
に
驚
き
、
イ
ン
ド
館
で
は
カ
レ

ー
を
食

べ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
最
高
気
温
が
認
・

6
℃
も
あ
り
額
の
汗
を
拭
い
な
が
ら
各
国

を
回
り
ま
し
た
が
、
ど
の
国
も
そ
れ
ぞ
れ

お
国
柄
が
出
て
い
て
楽
し
む
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

一
緒
に
行
っ
た
人

の
中
に
は
根
性
で
数
時
間
並
び
、
目
当
て

の
テ
1

マ
館
を
一
つ
だ
け
見
た
人
も
い

ま
し
た
。
で
も
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
と
て
も

感
動
し
た
と
か
。

花菖蒲園にて、ベコ二アに固まれて相原地区会の皆さん。

翌
日
は
宿
を
出
発
し
た
後
、
中
田
島
砂

丘
で
散
歩
を
楽
し
み
、
浜
松
城
で
は
徳
川

家
康
の
歴
史
を
垣
間
見
る
乙
と
が
出
来
ま

し
た
。
可
睡
ゆ
り
園
で
昼
食
後
、
小
高
い

丘
に
咲
き
誇
る
五
色
の
ゆ
り
を
見
て
回
り

そ
の
美
し
さ
に
目
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
掛
川
で
色
様
々
な
菖
蒲
と
ベ
ゴ
ニ
ア

を
拝
見
し
、
正
に
花
三
味
で
し
た
。

帰
り
の
車
中
で
税
金
ク
イ
ズ
を
し
た
と

乙
ろ
、
何
と
全
問
正
解
者
が
現
れ
大
い
に

盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。
途
中
焼
津
の
魚
セ

ン
タ
ー
に
寄
り
家
族
に
土
産
を
買
い
帰
っ

て
来
ま
し
た
。
何
か
と
あ
わ
た
だ
し
い
研

修
旅
行
で
し
た
が
、
最
後
は
皆
笑
顔
で
解

散
と
な
り
ま
し
た
。
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地区会の

イバぶト
原
町
田
第

一
・第
二
地
区
合
同

「
研
修
兼
コ
ル
フ
コ
ン
ペ
に

参
加
し
て
」

6
月

8
日、

参
加
者
M
名
を
乗
せ
た
パ

ス
は
駅
前
を
富
士
国
際
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
へ

向
け
て
出
発
。
心
配
し
て
い
た
天
気
も
晴

天
で
は
な
い
も
の
の
、
こ
の
時
期
に
し
て

は
ゴ
ル
フ
日
和
と
な
り
ま
し
た
。
私
的
に

は
年
間
を
通
し
て
も
楽
し
み
な
行
事
の
ひ

富士のすそので、毎年恒例となったコルフコンペ。

と
つ
で
あ
り
、
ま
た
久
々
な
ゴ
ル
フ
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
、
今
思
え
ば
前
夜
は
少
々

興
奮
気
味
で
し
た
。

愉
し
い
メ
ン
バ
ー
と
親
切
な
キ
ャ
デ
ィ
l

(
研
修
生
)
で

一
日
楽
し
く
プ
レ

ー
し
ま

し
た
。
晴
れ
の
日
に
は
珍
し
い

「虹
」
ま

で
見
て
、
ゴ
ル
フ
内
容
と
ス
コ
ア
は
別
に

し
て
エ
ン
ジ
ョ
イ
ゴ
ル
フ
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
様
な
行
事
は
、
「
地
区
会
の
発
展
」

や
「
会
員
交
流
」
を
考
え
る
と
非
常
に
大

き
な
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
の

実
行
委
員
の
皆
様
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
来
年
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

暢
浩
)

(
安
井

• 16 

原
町
田
第

一
地
区
会

「
地
区
総
会
&
会
員
懇
親
会
」

¥
 

6
月
幻
日
、

、ザ

・
エ
ル
シ
ィ
町
田
に
お

い
て
却
名
の
参
加
で
地
区
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
平
成

時
年
度
の
地
区

会
活
動
や
決
算

報
告
と
平
成
口

年
度
の
事
業
計

画
な
ど
の
承
認

を
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
和
や

か
に
懇
親
会
が

行
わ
れ
、
地
区

会
の
交
流
が
図

れ
ま
し
た
。

(
細
野

敏
雄
)

和やかに懇親。
原町田第一地区会の
皆さん。

N 0 . 8 6 会 報人j去回町



鶴
川
第
三
地
区
会

「
総
会
&
健
康
講
座
刀

ωユ
凶
〈
」

5
月
お
日
、
地
区
総
会
に
引
き
続
き
第

二
部
の
健
康
講
座
は

4
回
目
に
な
り
、
毎

回
参
加
し
て
い
る
会
員
の
方
も
お
り
ま
す
。

今
回
は

「ツ
ボ
療
法
で
元
気
を
出
そ
う
」

と
題
し
、
大
事
な
ツ
ボ
(
神
門
・
内
関

・
足

三
里
)
を
刺
激
し
て
元
気
を
出
す
と
い
う

講
習
会
で
し
た
。

ま
ず
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使

っ
て
ツ
ボ

の
図
解
説
明
を
し
た
あ
と
、
ツ
ボ
の
位
置

に
印
を
付
け
て
灸
を
す
え
ま
す
。
ポ
ワ
!

と
温
か
く
な
り
気
持
が

い
い
・
:
何
と
な
く

元
気
が
出
て
き
た
感
じ
が

ツポの位置がポイントです。

し
ま
し
た
。

今
回
も
町
田
市
鋪
灸
師

会
の
会
長
榎
本
誠

一
先
生

と
お
弟
子
さ
ん
の
方
々
の

ご
指
導
に
よ
り
有
意
義
な

健
康
講
座
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

(
村
松

調
敏
)

金
森
・
高
ヶ
坂
地
区
会

「
林
前
地
区
会
長
の
労
に

感
謝
を
衰
才
る
会
牛

自

柄、、、

伊

こ
の
度
、
林
さ
ん
は
永
ら
く
務
め
ら
れ

た
金
森
・
高
ヶ
坂
地
区
会
の
会
長
職
を
退

か
れ
本
部
の
監
事
に
就
か
れ
ま
し
た
。
林

さ
ん
は
地
区
会
の
会
長
と
し
て
ば
か
り
で

は
な
く
、
本
部
の
役
員
と
し
て
も
他
に
は

真
似
の
出
来
な
い
活
躍
を
さ
れ
、
そ
の
努

力
に
は
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。

林さんを囲んで記念撮影。

林
さ
ん
に
は
こ
れ
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
お
世
話
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
健
康
で
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く

あ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
青
柳
義
昭
)

町
団
法
人
会
の
個
人
情
報
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

町
田
法
人
会
は
、
法
人
会
の
事
業
活
動
を

通
じ
て
得
た
個
人
情
報
の
保
護
に
努
め
る
こ

と
を
社
会
的
責
務
と
認
識
し
、
以
下
の
方
針

に
基
づ
き
個
人
情
報
の
保
護
に
努
め
ま
す
。

町
田
法
人
会

J

P
伊
ド

シ
持

リシ
紅

。
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
令
等
を
遵

守
し
ま
す

@
必
要
な
個
人
情
報
は
適
正
な
手
段
で
入
手

し
ま
す

@
個
人
情
報
の
利
用
目
的
を
通
知
ま
た
は
公

表
し
ま
す

。
個
人
情
報
を
目
的
外
に
利
用
し
ま
せ
ん

@
個
人
情
報
を
本
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
な

く
第
三
者
に
提
供
し
ま
せ
ん

@
個
人
情
報
の
正
確
性
を
保
ち
安
全
に
管
理

fu申
A
V
斗

q

@
個
人
情
報
の
開
示
請
求
等
に
適
正
に
対
応

し
ま
す

@
個
人
情
報
に
か
か
る
苦
情
処
理
に
適
切
に

取
り
組
み
ま
す

o . 8 6 N 報A. 
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青年部会は下流会場に集合。

市民680名が参加して境JIIを清掃しました。

青
年
部
会
・
市
民
と
協
働
作
業

『
今
年
も
境
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
に
参
加
』

門

i
月
日
日
、
日
曜
の
朝
9
時
却
分
に

下
流
会
場
の
親
水
広
場
で
開
会
式
が
お
こ

な
わ
れ
、
第

5
回
境
川
ク
リ
ー
ン
ア

ッ
プ

作
戦
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
青
年
部
会

は
3
回
目
の
参
加
に
な
り
ま
す
。

天
候
は
曇
り
の
ち
晴
れ
。
あ
ま
り
暑
く

な
く
活
動
し
や
す
か

っ
た
で
す
。
青
年
部

会
の
担
当
区
域
は
幸
延
寺
橋
か
ら
下
森
橋

で
し
た
が
、
前
日
の
豪
雨
の
影
響
で
川
中

の
清
掃
活
動
は
中
止
。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
に
は
あ
ま
り
ゴ
ミ
も
無
く
、
代
り
に
生

き
た
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
が

一
匹
と
ぐ
ろ
を

r. 
主ム

口

巻
い
て
い
ま
し
た
。

せ
せ
ら
ぎ
公
園
で
開
催
さ
れ
た
閉
会
式

で
は
、

参
加
し
た
各
団
体
か
ら
清
掃
活
動

の
報
告
や
感
想
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

今
年
か
ら
共
催
し
た
東
京
都
や
協
賛
の
各

企
業
か
ら
の
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
、
盛
り

上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

全
体
で
は
側
名
の
参
加
者
数
で
し
た
。

こ
の
様
な
社
会
貢
献
活
動
を
通
じ
て
、
町

田
・
相
模
原
の
市
民
交
流
、
市
民
参
加
型

の
ま
ち
帆つ
く
り
、
環
境
美
化
の
向
上
に
繋

が
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

(
田
中

健
祐
)

フェンスを開け、土手の漂流物や流木まで回収しました。

女性部会・ミニガーデニング講習会

『秋まで楽しむコンテナガーデンJ

円

i
月
8
日
梅
雨
の
晴
れ
間

の
ひ
と
と
き
、
今
年
度
最
初

の
女
性
部
会
行
事
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
事
務
局
会
議
室
に

は
か
わ
い
い
花
が

一
杯
。
花

に
負
け
な
い
明
る
い
笑
顔
で

大
勢
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
は
鶴
川
第
二
地
区
役

員
、
ウ

ッ
デ
ィ

l
ガ
ー
デ
ン
の

猪
俣
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し

た
。「

旬
の
花
を
使
っ
て
自
分

ら
し
い
あ
な
た
色
の
寄
せ
植

え
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
ち
ょ

っ

と
し
た
心
遣
い
で
花
も
元
気

に
沢
山
咲
か
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
」
と

い
う
お
話
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
植
え
込

み
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
聞
き
な
が
ら
メ
モ
を
取

る
人
や
、
日
頃
自
己
流
で
や
っ
て
い
た
人

達
も
聞
き
逃
し
た
ら
大
変
と
、
私
語
も
無

く
真
剣
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

用
意
さ
れ
た
花
と
ア
ン
テ
ィ

l
ク
調
の

バ
ス
ケ

ッ
ト
を
手
元
に
植
え
込
み
開
始
“

と
思

っ
て
い
た
ら
、
コ
ン
テ
ナ
の
中
に
培

18 • N 0 . 8 6 会報人法回町



養
士
を
入
れ
ポ
ッ
ト
の
ま
ま
の
苗
を
入
れ

て
み
て
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
ま
す
。
イ

メ
ー
ジ
が
決
ま
り
自
分
で
は
良
い
と
思
っ

て
も
、
花
の
特
性
を
生
か
し
た
ア
ド
バ
イ

ス
存
二

人

一
人
に
し
て
い
た
だ
き
、
ゃ
っ

と
植
え
込
み
開
始
で
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

(
刷
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
)
を
半
分
に
切
っ
た

手
作
り
の
シ
ャ
ベ
ル
を
片
手
に
、
肥
料
と

培
養
土
を
入
れ
箸
で
つ
き
な
が
ら
空
間
が

空
か
な
い
よ
う
に
土
を
補
充
し
、
手
順
良

く
行
わ
れ
ま
し
た
。
約

1
時
間
ほ
ど
で
植

和気あいあい、楽しそうに植え込みをしています。

総臨機織磯鯨綴霊畠
え
込
み
終
了
「
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
」
の

出
来
あ
が
り
で
す
。

花
に
負
け
な
い
明
る
く
輝
い
た
顔

・
顔

顔
。
和
気
あ
い
あ
い
で
お
互
い
の
寄
せ
植

え
を
見
な
が
ら
談
笑
し
、
各
グ
ル
ー
プ
毎

に

「
コ
ン
テ
ナ
ガ

ー
デ
ン
」
を
囲
み
素
敵

な
笑
顔
で
記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

講
師
へ
の
質
問
に
も
真
剣
で
、
メ
モ
を

先生からのアド1¥イスを真剣に聞いています。

取
る
子
も
聞
き
逃
さ
な
い
よ
う

一
生
懸
命
。

午
後
の
ひ
と
と
き
眠
気
な
ど
誰
も
出
ず
「
参

加
し
て
良
か
っ
た
」
と
の
声
が
き
け
た
講

習
会
も
時
間
の
短
い
感
じ
で
終
わ
り
ま
し

た
。そ

れ
ぞ
れ
の

「ミ

ニ
ガ
ー
デ
ン
」
を
持

ち
帰
る
参
加
者
の
顔
は
満
足
げ
な
笑
顔
で

し
た
。
今
頃
は
会
社
の
事
務
所
に
ま
た
は

ご
家
庭
の
玄
関
口
に
置
か
れ
て
い
る
乙
と

と
思
い
ま
す
。

(
吉
田

栄
)
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Z玄人

質問もたくさんl

法回町• 19 



部会
使ザ
女性部会・定時総会

『第24回総会全議案承認される』

戸
ひ
月
日
日
、
第

M
固
定

時
総
会
が
ザ

・
エ
ル
シ
ィ
町

田
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

八
木
会
長
、
園
屋
税
務
署

長
は
じ
め
多
数
の
ご
来
賓
、

ま
た
部
会
員
の
方
々
の
ご
出

席
の
も
と
、
無
事
全
て
の
議

案
の
ご
承
認
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

本
年
度
は
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
選
任
の
件
が
あ
り
、

も
う

一
期
新
役
員
の
方
々
と

共
に
部
会
長
を
お
受
け
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
と
同
様
ご
指
導
ご
鞭
捷

続投の坂田部会長。

を
お
願
い
致
し
ま
す
。
年
間
行
事
を
通
じ

部
会
員
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
か
つ
意
欲
的

参
加
と
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
交
流
は

女
性
部
会
な
ら
で
は
と
思
い
ま
す
。
法
人

会
員
の
奥
様
や
お
嬢
様
で
し
た
ら
い
つ
で

も
歓
迎
で
す
。
ど
う
ぞ

一
度
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

第
二
部
懇
親
会
は
神
蔵
前
部
会
長
の
挨

拶
の
後
、
荒
江
青
年
部
会
長
の
乾
杯
で
始

ま
り
、

美
味
し
い
お
料
理
を
頂
き
な
が
ら

各
テ
ー
ブ
ル
和
や
か
な
歓
談
の
場
と
な
り

ま
し
た
。

第
三
部
の
講
演
会
は
、
(
株
)
宝
永
堂
の

専
務
、

三
橋
信
介
さ
ん
に
講
師
を
お
願
い

し
、
「
宝
石
の
話
あ
れ
こ
れ
」
と
題
し
て
お

話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
女
性
に
と
っ

講師の三橋氏。

て
憧
れ
の
宝
石
に
つ
い
て
、
鑑
別
と
鑑
定

に
つ
い
て
の
違
い
の
説
明
な
ど
に
耳
を
傾

け
ま
し
た
。
素
人
に
は
な
か
な
か
品
質
が

良
い
か
ど
う
か
見
極
め
る
こ
と
は
難
し
い

、.
も
の
で
す
。
良
い
物
を
買
う
に
は
信
用
あ

る
お
屈
で
求
め
る
の
が

一
番
、
だ
と
思
い
ま

し
た
。

(
坂
田

弘
子
)

• 20 N 0 . 8 6 法人会報田町
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い
花

ム
占
占
企
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苛
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し
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州
斡

l

:

 

v
…
河
一
縦
一
い
ほ
お
埼
仁
川

7
Jィ
川
公

r

追
憶
は
そ
れ
ぞ
れ
の
胸
青
田
波

'
Lト
九
三
一
己
一
¥
苅
の
し
ぐ
さ
日
毎
に
夏
め
き
ぬ

-
l
i
i
J
'
議
、
ー
プ
u
掛

仁口
i
r
j
m

L
ト

r
1
7
 

A
l
 

ど歌短

灯蓮
の洋

t葉

る

り
と

ホ
タ
ル

主
方

い
よ
子

2落
う人
きり
て f土
す
ぐ残

り
疑け
ひり
ぬ

(
有
)
理
容
ひ
か
る

(
有
)
シ
マ
ノ

白
雲
や
安
ら
ぎ
の
有
る

走
り
梅
雨
ふ
と
後
悔
の

ア
イ
ガ
ー
の

ロ
l
レ
ラ
イ

営基
君事
は、

暁

ハツエ

神
蔵

島
野

好
子

園
民武

玉
江

風
船
の

麦
秋
の

じ
ゃ
が
い
も
の

逢
ひ
た
く
て

富
士
交
通
(
有
)

夢
し
っ
か
り
と
風
五

百
坪
ほ
ど
や
調
整
池

(
有
)
う
ち
だ

花
に
告
げ
る
や

文
逢
ひ
た
く
て

(
有
)
す
ず
か
け
商
事

友
弁

境
内
の
砂
利
鳴
る
音
や
梅
雨
曇
り

家
問
へ
ば
行
く
手
の
路
地
の
柿
若
葉

新
緑
や

辰
子
像

(
有
)
高
梨
肉
底

高
梨

神
蔵
興
業
(
有
)

露
草
の
そ
っ
と
咲
出
す
庭
の
隅

ク
レ
ー
ン
車
休
む
ひ
ま
な
く
梅
雨
晴
間

奥
入
瀬
渓
流
水
し
ぶ
き

伝
説
今
に
初
夏
の
風

白
井
産
業
(
株
)

白
井

写
真
展
風
の
そ
よ
げ
る

道
向
ひ
散
り
て
又
咲
く

白?薬
蓄唱市
被;池

(
有
)
細
野
興
産

野
点
の
席
に
風
薫
る

赤
き
て
の
ひ
ら
嫁
姑

細
野

佐
知
子

(株)

森
町

喜
代
子

咲
き
み
だ
れ
た
る
ば
ら
の
園

へ
又
あ
ざ
や
か
な
濃
紫
陽
花

好
ナ
ヲ

照
子

(
有
)
田
鶴
野

田
島
真
由
美

ひ
た
す
ら
生
き
よ
と
が
ん
治
療

と
三
年
ぶ
り
の
柚
の
花

フ
サ
、
、
、
ボ
ー
リ
ン
グ

中
村

ト
セ
子

桑
の
実
の
感
触
の
先
郷
が
あ
る

T

旦
歳
気
取
り
て
か
け
る
サ
ン
グ
ラ
ス

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.........................

大
同
生
命
保
険
欄

永

野

早

苗

や
は
ら
か
し

蓄
額
咲
い
て

垣
根
の
緑

側
マ
ツ
ヤ
マ

東
f様

悌
を
こ
こ
ろ
に
歩
む
額
の
花

初
夏
の
風
モ
カ
の
匂
ひ
の
コ
ー
ヒ
ー
庖

(
株
)
堤
組

堤

娘
の
肩
の

夏
め
く
や

夏
め
く
町
を
ま
ぶ
し
め
り

の
れ
ん
掛
け
か
え
山
の
宿

短
歌
の
部

(
有
)
協
同
電
気

高
台
に
自
然
の
森
の
幼
稚
園

か
ぜ
巻
き
起
こ
り
あ
た
り
に
ぎ
わ
し

極
上
の
自
然
の
森
に
咲
く
さ
く
ら

木
村
拓
哉
の
エ
ン
ジ
ン
快
調

畔
柳

富
美
子

節
子

短歌・俳句をお寄せくたさい ζ寄稿には、事務局宛てご一報ください次回の発行は12月の予定ですコ 1 

-町

敏
子
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日l
p・哩l

研
修
委
員
会

気週
軽に
に 1
質回
聞の
で講
き璽
Q~ 

簿で
記日
講頃
習の
d..量
Z寓表剥』

珂

も
対
応

法
人
会
の
講
習
会
は
、
会
員
企
業
の
現

場
で
活
か
せ
る
テ
l
マ
を
探
り
な
が
ら
講

習
の
内
容
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

平
成
灯
年
度
も
初
夏
の
講
座
と
し
て
実

務
簿
記
講
習
会
と
P
C簿
記
講
習
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

こ
の
ふ
た
つ
の
簿
記
講
習
会
は
、
簿
記

の
基
礎
知
識
の
習
得
を
目
的
と
し
、
仕
分

か
ら
財
務
諸
表
(
決
算
書
)
の
作
成
と
見

方
ま
で
実
務
レ
ベ
ル
で
役
立
つ
内
容
で
す
。

実
務
簿
記
講
習
会
は
記
帳
や
転
記
を
繰
返

し
な
が
ら
、
ま
た

P
C簿
記
講
習
会
で
は
、

パ
ソ

コ
ン
を
使
う
上
で
間
違
い
易
い
注
意

点
を
含
め
た
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

講
師
は
東
京
税
理
士
会
町
田
支
部
所
属

の
税
理
士
が
担
当
さ
れ
、
日
頃
会
計
処
理

で
迷
っ
た
こ
と
や
疑
問
点
に
つ
い
て
、
受

講
者
か
ら
気
軽
に
質
問
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

講
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
、
普
段
聞
き
流

し
て
意
昧
を
知
ら
な
か
っ
た
専
門
用
語
も

理
解
出
来
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
税
理
士
に

任
せ

っ
き
り
で
は
な
く
、
税
理
士
が
何
を

言
っ

て
い
る
の
か
理
解
す
る
た
め
に
も
こ

の
講
習
会
が
役
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

研
修
用
パ
ソ
コ
ン
の
リ
ー
ス
切
れ
に
伴

い
、
日
回
続
い
た

P
C
簿
記
講
習
会
は
し

ば
ら
く
お
休
み
し
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
講
習

会
の
ニ

l
ズ
が
ま
た
高
ま
っ
て
き
ま
し
た

ら
再
開
も
検
討
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

¥ 4 ん

X\;伏、 ~ゅ，
10回続いたパソコン簿記もしばらくはお休みです。

第
叩
回
パ
ソ
コ
ン
簿
記
講
習
会

6
月

1
日
か
ら

7
丹
市
日

(7
田
)

延
べ
参
加
数
引
名

修
了
者
名
簿

(
3
名

敬

称

略

)

斉

緩

裕

子

ク

口

|

ウ

ィ

ン

(有
)

葉

芳

君

長

興

化

学

工

業

(株
)

田
中

利

枝

(

有

)

南
陽
開
発

• 22 N 0 . 8 6 町田法人会報



-
受
講
者
の
声
・

0
全
く
の
初
心
者
で
実
務
経
験
も
な
い
の
で
す

が
、
こ
れ
を
機
に
勉
強
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
(
初
回
)

O
今
ま
で
事
例
を
見
な
が
ら
記
帳
し
て
き
ま
し

た
が
、
少
し
ず
つ
理
論
的
に
も
分
か

っ
て
き
ま

し
た
。
(2
回
目
)

。
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
住
民
税
や
保
険
料
な

ど
に
つ
い
て
、
今
ま
で
の
霧
の
中
か
ら
日
差
し

が
見
え
て
き
た
気
分
で
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

(3
回
目
)

O
今
ま
で
は
仕
訳
に
精
一
杯
で
し
た
が
、
や

っ
と

取
引
の
意
味
に
も
気
が
回
る
よ
う
に
な

っ
て

き
ま
し
た
。
(4
回
目
)

O
売
上
に
対
す
る
原
価
と
い
う
考
え
方
が
よ
く

わ
か
り
ま
し
た
。
実
際
の
仕
訳
は
む
ず
か
し
そ

う
で
す
:
・
:
。
(5
回
目
)

。
決
算
仕
訳
の
内
容
は
全
て
消
化
で
き
ず
、
も
っ

と
勉
強
し
て
お
き
た
い
で
す
。
(6
回
目
)

O
先
生
に
は
い
ろ
い
ろ
質
問
を
聞
い
て
い
た
だ

き
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
教
科
書
も
と
て
も

た
め
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
機
会
が
あ

っ
た
ら

参
加
し
た
い
で
す
。
(
最
終
回
)

第
お
回
実
務
簿
記
講
習
会

6
月
2
日
か
ら

7
月
初
日

(9
回
)

延
べ
参
加
数
日
名

修
了
者
名
簿

(
4
名
敬
称
略
)

大
山
〈
口
有
紀
(
有
)
大
山〈ロ
オ
ー
ト
商
会

外
出資

友

理

子

(有
)
新
熱
設
備
住
建

義

運

智

子

西

川

建

業

(株
)

湯

本

尚

子

(

有

)
ユ
モ
卜

パソコン簿記・野口先生。

8 6 

実務簿記・小津先生。

-
受
講
者
の
声
・

0
普
段
、
耳
に
す
る
言
葉
の
意
味
が
よ
く
分
か
り

ま
し
た
。
(
初
回
)

O
今
日
は
良
く
分
か
り
ま
し
た
。
少
し
楽
し
か

っ

た
で
す
。
(2
回
目
)

O
ど
う
質
問
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
(3
回
目
)

。
建
築
業
の
簿
記
講
習
が
あ
れ
ば
受
講
し
た
い
。

(最
終
回
)

田T o N 報L>. 
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広
報
委
員
会

東
法
連
ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
ご
紹
介

「
ア
ッ
コ
の
仕
事
は
笑
っ
て
済
ま
さ
れ
な
い
!
」

和
田
ア
キ
コ
さ
ん
の
新
入
社
員
向
け
の

ビ
デ
オ
で
す
。
芸
能
界
と
い
う
厳
し
い
世

界
の
中
で
、
上
に
登
っ
て
来
る
人
の
心
構

え
と
気
配
り
の
在
り
方
な
ど
を
教
え
て
く

れ
て
い
ま
す
。

-
仕
事
は
遊
び
じ
ゃ
あ
な
い
(
会
社
の
看

板
を
背
負
っ
て
仕
事
を
す
る
)

-
仕
事
は
和
。
他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
な

0

・
小
さ
な
プ
ラ
イ
ド
は
捨
て
る
。

-
叱

っ
て
く
れ
る
先
輩
は
大
切
。

-
責
任
感
の
あ
る
人
は
強
い
。
強
い
か
ら

や
さ
し
さ
が
出
て
く
る
。

自
分
の
経
験
を
通
し
て
語
ら
れ
る
言
葉

は
参
考
に
な
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に

6
つ
の
気
を
大
切
に
と
挙
げ
た
言

葉
を
紹
介
し
ま
す
。

①
ヤ
ル
気

②
勇
気

③
根
気

④
元
気

⑤
負
け
ん
気

⑥
病
気

病
気
は

一
番
気
を
付
け
な
い
と
い
け
な

い
で
す
ね
。
詳
し
い
内
容
は
ビ
デ
オ
を
借

り
て
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

(宮

和
子
)

4B例えば「税について調べる」をクリック

身近な税情報 I I パンフレッ卜等

タックスアンサー(税金相談)I I 質疑応答事例

路線価図閲覧 三11 酒類関係情報

税法等を見る 11 通達等目次

税に関するさまざまな情報の閲覧ができます
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森の中にある西田天満宮。

金歩
森い
ヰて
空わ

£T 
Z量
狩
り品

実習
程
歩

文
月
の

一
日
午
後
3
時
、
宝
永
堂
前
に

集
合
し
ま
し
た
。
敷
居
の
高
い
お
屈
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
庖
内
を
案
内
し
て
い
た

だ
き
感
動
の

一
言
で
し
た
。
胸
が
高
鳴
り
、

庶
民
的
で
あ
っ
た
乙
と
に
も
感
激
し
ま
し

た
。
出
発
の
催
促
に
後
ろ
髪
を
引
か
れ
つ

つ
い
ざ
出
発
。

町
田
天
満
宮
で
金
森
・
高
ヶ
坂
の
方
々

と
合
流
し
ま
し
た
。
天
満
宮

は
毎
月
一
日
の
骨
董
市
で
梅

雨
時
な
の
に
沢
山
の
出
庖
が

あ
り
ま
し
た
。
次
の
杉
山
神

社
へ
向
か
う
途
中
の
家
々
の

庭
は
、
梅
雨
ど
き
の
僅
か
な

陽
を
集
め
て
紫
陽
花
や
立
葵

が
美
し
く
咲
き
誇
っ
て
い
ま

し
た
。

杉
山
神
社
に
て
。
ハ
イ
キ
ン
グ
は
楽
し
い
1

杉
山
神
社
は
周
り
の
住
宅

に
固
ま
れ
て
窮
屈
そ
う
に
見

え
ま
し
た
。
ね
じ
り
花
の
群

集
地
を
抜
け
天
神
山
市
民
の

森
、
西
田
天
満
宮
を
参
拝
し
て
か
ら
町
田

市
の
銘
木
、
大
銀
杏
の
あ
る
西
田
杉
山
神

社
へ
向
か
い
ま
し
た
。
高
台
に
あ
り
眺
め

も
良
く
整
備
さ
れ
た
神
社
で
、
大
銀
杏
は

一
見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。

次
に
田
園
風
景
を
抜
け
光
幼
稚
園
を

見
学
。
の
び
の
び
と
幼
児
を
迎
え
る
モ
ダ

ン
な
環
境
の
良
い
園
で
し
た
。
路
地
畑
の

ト
マ
ト
の
赤
に
目
を
奪
わ
れ
な
が
ら
、
庭

木
の
花
々
が
美
し
い
住
宅
街
の
細
い
裏

道
を
通
過
し
て
金
宗
寺
へ

。
そ
の
後
、
岡

田
屋
の
漬
物
工
場
を
見
学
。
漬
物
の
匂
い

が
充
満
し
て
購
買
意
欲
が
涌
い
て
き
ま

し
た
。
種
々
の
漬
物
を
買
い
満
足
満
足
。

八
木
会
長
も
加
わ
り
祥
雲
寺

ヘ
向
か
い

ま
し
た
。

祥
雲
寺
は
仰
年
の
歴
史
が
あ
り
、
広
い

境
内
、
改
築
さ
れ
た
本
堂
、
増
墓
地
等
ス

テ
キ
な
お
寺
の

一
言
で
す
。
全
て
に
合
掌
。

そ
し
て
ゆ
る
り
ゆ
る
り
と
坂
を
下
り
る

と
高
ヶ
坂
遺
跡
へ
着
き
ま
し
た
。
石
器
時

代
の
牢
場
遺
跡
で

す
が
、
人
々
は
無

関
心
な
の
か
雑
草

が
生
い
茂
っ
て
、

そ
の
奥
で
ひ
っ
そ

り
と
歴
史
を
刻
ん

で
い
ま
し
た
。

最
後
の
熊
野
神
社
に
て
こ
礼
二
拍
手

一

礼
。
1
万
3
千
歩
を
歩
い
た
心
地
好
い
汗

と
、
神
社
参
拝
で
は
法
人
会
員
の
幸
せ
、

私
の
幸
せ
を
十
分
に
祈
っ
て
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
金
森
高
ヶ
坂
地
区
役
員
の

方
の
ご
案
内
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

(吉
川

良
子
)

関
Jw 

i
刊

高ヶ坂遺跡にて。目的地にて。13，000歩を歩いたさわやかな顔の皆さん。
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東
京
都
か

の
お
知
ら
せ

園
東
京
都
で
は
、
平
成
行
年
8
月
行
日
(
水
)
よ
り
、

園
法
人
事
業
税
・
法
人
都
民
税
に
つ
い
て
の

園
電
子
申
告
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

東
京
都
で
は
地
方
税
電
子
化
協
議
会
が

運
営
す
る
総
合
窓
口
の
地
方
税
ポ
ー
タ
ル

シ
ス
テ
ム

(愛
称
。
「
↓
〉
×
:
・
工
ル
タ

ッ
ク

ス
)
を
利
用
し
、
法
人
事
業
税
・
法
人
都

民
税
の
電
子
申
告
を
開
始
し
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
は
・
:
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
都
税
事
務
所

へ
持
参
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
行
っ
て
い
た

申
告
の
手
続
き
等
を
オ
フ
ィ
ス
や
ご
自
宅

か
ら
簡
単
に
行
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
0
「↓〉
X
ホ
ー
ム
ぺ

i

ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
専
用
ソ
フ
ト

ま
た
は
∞
「
↓
〉
X
に
対
応
し
た
市
販
の
税
務
・

会
計
ソ
フ
ト
を
使

っ
て
、

申
告
デ
ー
タ
を

作
成
す
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
送
信
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

ご
利
用
方
法
は
・
:
電
子
証
明
書
を
ご
用

立
思
い
た
だ
き
、

。
「
↓
〉
×
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か

ら
利
用
届
出
を
行
っ
て
下
さ
い
。
ホ
ー
ム

ペ
l
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
専
用
ソ

フ
ト
ま
た
は
の
「
↓
〉
×
対
応
の
市
販
の
税

務
会
計
ソ
フ
ト
を
使
い
、
申
告
デ
ー
タ
を

作
成
し
、
電
子
署
名
を
付
与
し
ま
す
。
ポ
ー

タ
ル
セ
ン
タ
ー
よ
り
郵
送
さ
れ
た
利
用
者

|
D
・
暗
証
番
号
を
使
い
、
ポ
ー
タ
ル
セ

ン
タ
ー
に
ア
ク
セ
ス
し
て
デ
ー
タ
を
送
信

す
れ
ば
終
了
で
す
。

ご
利
用
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

電
話

0
5
7
0
1
0
8
1
4
5
9

。
「
↓
〉
×
ホ

i
ム
ペ
!
日
ン

z
g一と
さ
さ
さ
・
。
一
冨
×
・壱
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失日っていますか労働保険
入ってしミますか労働保険

ハローワーク
からの
お知らせ

で事業を興している方等が労災保険に加入

できる「特別加入J制度もありますので、ご

検討ください。

詳しくは、下記までお問い合わせください。

10月は、労働保険適用促進月間です。

労働(雇用・労災)保険は、一人でも従業

員を雇っている場合には、従業員の意志や

雇い主の意志にかかわりなく、加入が義務

-雇用保険

町田公共職業安定所

雇用保険課適用係

付けられている強制的な保険です。

正社員の方だけではなく、パートタイマー

の方についても一定の要件を満たした場合、

雇用保険に加入することとなります。 電話042開 732・8609

-労災保険

八王子労働基準監督署町田支署

まだ加入手続きがお済みでない事業主の

方は、早期に手続きを行ってください。

電話042-724-6881また、事業主や従業員を雇わないで一人

p
 

o
 

w
 

w
 

w
 

nu「

私
が
よ
く
読
ん
で
い
る
雑
誌
の
コ
ラ
ム
に

H

*

n

 

野
口
悠
紀
雄
氏
の
「
剖
世
紀
の
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
例

シ

ユ

」

が

あ

り

ま

す

。

価

引
用
す
る
と
、
現
在
日
本
が
強
い
の
は
〈
モ
時

ノ
づ
く
り
〉
。
特
に
自
動
車
や
工
作
機
械
で
す
。
崎

し
か
し
い
ず
れ
中
国
に
移
行
し
ま
す
。
日
本
経
判

済
を
リ
ー
ド
す
る
産
業
や
企
業
は
、
変
化
し
て
悦

ゆ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
起
業
家
は
、
誰
に
も
依
存
せ
ず
、

自
分
の
力
だ
け
で
成
功
を
勝
ち
獲
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
日
本
で
は
、
状
況
に
対

し
て
責
任
を
持
つ
の
は
政
府
だ
と
い
う
考
え

が
根
強
い
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成
と
い
う
考
え
自

体
が
自
己
矛
盾
に
陥
っ
て
い
る
。
ベ
ン
チ
ャ
ー

と
は
、
自
分
で
未
来
を
切
り
開
く
企
業
だ
と
説

い
て
い
ま
す
。

現
在

(
7
月
)
、
道
路
公
同
・
郵
政
の
民
営
化

で
激
し
く
議
論
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
報
が
発

行
さ
れ
る
秋
口
に
は
民
営
化
さ
れ
ス
タ
ー
ト

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の

民
営
化
に
対
す
る
評
価
は
何
年
先
に
な
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
一
部
の
役
人
・
政
治
屋
の

道
具
に
さ
れ
な
い
こ
と
を
祈
り
た
い
。

(
青
年
部
会
・
田
中

健
祐
)
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意P;713ヨヲ新発見@
事及 品。高

昭和51年、町田市名木百選に指定

された大きな銀杏の木があります。

高
ヶ
坂
石
器
時
代
遺
跡

祥

ヨ吾
τ"" 

つ
け
も
の
岡
田
屋

金

r士市
刀ミZ

寺

跡

西

田

杉

山

神

社
満

宮

金

森

杉

山

神

社
満

宮 ネ士寺地駅


